
に よ く跳ふ 。 これ に対 し鉄 とテル ビ ウム が完 全 に混合 した化 合物 ターゲ ・ソトで は、 テル ビ

ウ ム が60度 の 方 向 に跳 び易 く、鉄 は横 向 き には跳び 難 い 。鉄 、 テル ビウム 、鉄 一テル ビウ

ム金 属 間化 合物 の占 め る割 合 をい ろ い ろ変 え ると、そ れ らの 複合 効 果 に よ って 、組 成 率 の

変動 巾 が5%以 内 の均一 な 組成 をもつ 大面 積 の膜 を作 る ターゲ ッ トが 得 られ た。 更 に 、独 自

の製造 プ ロセ ス を開発 す るこ とに よ って 、 この ターゲ ッ トの量産 が 可能 に な っ た。

IV.ス テ ン レス鋼 の現 状 と将 来 安保英雄(新 日鉄第二技術研究所 ・研究センター長)

ステ ン レス鋼 につ い て以下 の 各項 目に つ いて展望 を行 な った 。

歴史:1912年 の誕生 以 来今 日 まで 特 に製 造法 の進 歩 が 著 しい 。戦 前 に はその 使 用 は殆 ど

軍 用 に限 られ て いた が、 戦後 一般 用 が急 速 に進 展 し、 しか もそ の75%は 化学 工 業 用 で あ る。

そ の間 昭和32年 にゼ ンジ ミア ミル が 導入 され 、昭和35年 に は連続 鋳 造機 に よる生 産 が開始

された 。

生産 量:わ が 国に お け る生 産量 は過 去25年 間 に10倍 近 く増 加 し、1970年 に は米 国 を抜 い

て世界 一・とな った。 その7割 は国内 消費 に充 て られて い る。

耐食 性 原理:ク ロ ムの 含量 が12～13%に 達 す る と大 気 中で は錆 び 難 くな る。 これ は表面

に約30オ ング ス トロ ーム の不 動態 皮 膜 を形 成 す るか らで あ り、 その 特長 は 自己補修 機 能 を

も つ こと にあ る。

製 品展 開:新 しい ステ ン レスの改 良 、 開発 と相 侯 って 、 用途 は年 を追 って拡 が って きた。

昭和30年 代 に は主 と して 化学 プ ラ ン ト、石 油化 学 コン ビナ ー トに使 用 が限 られ て い たが 、

40年 代 にな って薄 板価 格 が低 減 したの に伴 い、厨房 器 具,食 品工 業,原 子力 発 電所 に用途

は拡 が り、50年 代 に は公害 問 題 に関 連 して、排 煙 脱硫 お よび 廃液 処 理 、 さ らに は 自動 車 の

排 気部 分 に用 い られ る よ うにな った。現 在 で は海 水淡 水 化プ ラン ト、石 油生 産設 備 、電車

等 への応 用 が実 用 化 され つつ あ り、 水道 管 へ の利 用 も考 え られ て い る。

精 錬 法 の 進 歩:真 空 を用 い る炉 外精 錬 法VOD及 びAODが 昭 和70年 代 に普及 し、VODは 製 品

中 のC、Nの 含 有 量 を下 げ るの に 、 またAODは 脱 硫 に威 力 を発 揮 した。 また、連 続 鋳造 時 に

おけ る工 程 に種 々の 改 良が加 え られ 、不 純 物 の混 入防 止 に寄 与 して い る。

高耐食 ステ ン レス鋼:ス テ ン レスの欠 点 で あ る局部 腐 食 、即 ち応 力 腐食 割 れ 、孔食 ・隙

間腐食 性 を克服 し、 また冷間 加工 性 、耐 熱 耐酸 化性 とい った機能 の 向上 、或 は表 面 の高機

能 化 を達 成 す るため に、 種 々の新 しいス テ ン レス鋼 が開 発 され た 。 高純 度 フ ェラ イ ト系 ス

テ ン レス、 オ ー ステ ナ イ ト系 ステ ン レス、2相 ステ ン レス等 が あ り、Nb或 は 高Cr高Mod添

加 した新 製 品 の研 究 が 目下進 め られて い る。

研 究 開発 の現 状:極 薄 材(10μ 程 度 の箔)、 極 細 線材(径8μ)の 製 造 技術 が 開発 中 で あ る。

表 面の意 匠 化(色 、模様 、光 沢)、 プ ラ スチ ックとの複 合 化 が進 め られて い る。耐 熱性 の 向

上 は超 々臨 界 圧ボ イ ラー材 、耐 高温 蝕 ステ ン レ ス(石 炭 液化 用)へ の応 用 を約束 す るもの で

あ る。

製 造技 術 に関 す る今 後 の課 題:不 純 物 の低減(例 えば10～201の 介 在物 の 除 去 、 安 価 な

脱 燐 法)、 溶 融 状 の 鉄 か ら2～3mmの 薄 板 を作 る技 術 、表 面 の奇 麗 な製 品 を作 る圧 延 精製 技

術 が 当面の 課 題 で あ る。 また 、す べて の鉄 材 の先 頭 に立 った製 造技 術 の研 究 が要 望 され て

い る。

新製 品 開発 に関す る今 後 の課 題:自 動 車 の エンジ ン周 辺材 料 の見 通 し等 市 場 ニー ズの 変

化 に対 応 した低 廉型 、或 は高機 能型 製 品 の 開発 、消 費材 、プ ラ ン ト材 料等 に新規 用途 を開

拓 す る こ とが 必 要で あ る。

V.金 属 とセ ラ ミック スの強 度 と靱 性 木村 宏(東 北大学金属材料研究所教授)

高温構造用材料として、最近セレミックスが注目を浴びているが、金属材料でも、最高

使用温度を上げるための努力が続けられている。単純に割 り切っていうと、金属の欠点は
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高温で軟 化 して しまう ことで あ り、セ ラ ミックスの欠点 は非 常 に脆 い とい うことで あ る。

材 料の 強度(こ こで は塑性変 形 に対抗 す る能 力 の意)と 靱性(破 壊 に対 抗 す る能 力)と は

互 いに合 い入 れな い性 質で あ って、 いか に して この両 方の バ ラ ンスを とるか、 とい うこと

が 、構 造材料 開発 のポ イン トとな る。

こ こで は、先 ず 、強 度 と靱性 に対 す る基 礎 的な事項 、考 え方 を説 明 し、次 いで 、金 属 と

セ ラ ミッ クスにつ いて 、 どの よ うな方 法 で それぞれ の欠点 を克 服 しようと してい るか を述

べ 、最後 に 、それ が どこ まで可 能 であ るか につ いて考 察 す る。 これ らの知 識情 報 が、新 高

温構 造材料 の研 究 を推 し進 め るに 当 って 、基盤 と示 唆 とを与 え るもの であ るこ とを期待 し

て い る。

第2回 科 学技 術 フ ォー ラム 「海洋 資源 」

1987年10月21日 於:神 奈川 大学

1.海 洋の 資源 と役割 寺本俊彦(東 京大学名誉教授)

生 命 が海 で芽 生 え たな どとい う遙 かな昔 の 間接的 な係 わ りはお くと して、人 間 は、資源

の利 用 と生 活環 境 への影響 を通 じて 、海 と深 く係わ って きて い る。 ここでは 、先 ず 、現在

利用 され て い る大切 な資源 と、将来 利用 が期待 され る資源 につ いて概観 し、次 いで 、生活

環境 の変 化 に密 接 に結び付 いて い る気候 変動 に対 す る海 の影響 に焦点 を絞 って話 を進め る。

海の資 源 は、生物 ・水産資 源、物 質資 源 、エ ネル ギ ー資源 に大別 され る。海 底 の石油 資

源 は物質 資源 に分類 す ること とす るが、 こ こで は この よ うに既 にポ プ ユラ0に な って い る

もの につ いて は殆 ど触 れ ない。生 物資源 につ いて は、 後の2つ の 講演 で取 り上げ られ るの

でー これ につ いて も触 れ ない。

海水 中 に は諸 々の物 質 が溶解 して お り、そ の多 くが回収 され 、利用 され て きて い るが 、

ここで は、その うち、原 子力発電 の燃 料物 質 と して の ウラニ ウム資源 、電池 や触 媒 な どへ

の利 用 が進 ん で いる リチウム な どの アル カ リ金属 、貴 金属 と しての金 な どに絞 り、 採算 の

とれ る回収 の 可能性 につい て述 べ る。 また 、淡 水 化な どを通 じた水資 源 としての海 水の利

用技 術の有 効性 につ いても触 れ る。近年 、発見 された海 底か らの熱 水 に対 しては 、熱 い眼

差 しが注 が れて お り、活 発な研 究 が進 め られて い る。 その成 分の追 及 もさ る ことなが ら、

熱 水活動 の盛 ん な海域 の発見 と、資源量 の見 積 りに努 力が重 ね られ てい る。 これ につ いて

も触 れ る。

エネル ギー資 源 と して は、海水 温度 差発 電、潮 流発電 、海 流発電 、波 浪発 電 、濃淡電 池

発電 、生物 エ ネル ギー利用 な どが注 目 され、そ れぞれ に つい て、資源量 の算 定 、有効 な利

用方法 や利 用効 率の 高 い海 域な どの調 査 研究 が進 め られ て いる。 これ らの資源 の利害 特質 、

実用化 の見 通 しな どに つい て述 べ る。

海 洋 は、上述 の資 源 の生 産 工場 や貯蔵 場 と して、大 切 な だけで はな く、そ の膨大 な熱容

量 な どに基 づ いて、我 々の住 む地表 面周 辺 の巨大 な空調 器 と して、気候調 節 に大 き く貢 献

して い る。 対流 圏大気 と海 とは 、1つ の正 の フ ィー ドバ ック シスデ ムを形成 してい る。即

ち、例 えば 、数千 キロメー トル平 方の 海面 の水温 が変 化 した とす ると(こ れ は現実 の海 洋

で は屡 起 る)、 海 洋 か ら大気 へ放 射 され る熱束 が変 化 し、その結 果 、大 気 の状態 が変 り、

大気 の気圧 場 に変化 が起 り、大気 の大 規模 な運動 が生 じ、海流 に大規模 な変 化 が現 れ、海

面の 水温分 布 に大規模 な変 化が起 る。 この様 な海 洋 と大気 か らな る力 学 ・熱 力学 的結 合系

は自励振動 系 を形 成 してお り、そ の変化 が増幅 されて破局 的 な状態 に立 ち至 った場 合 が気

候 異変 で あ り、 その起 る周期 は基本 的 に は系 の固有 周期 に よ って支 配 され る。 この様 な観

点 か ら、エル ニー ニ ョを典型 とす る数年 程度 の時 間 スケール を もつ気候 異変 につ いて レビ

ューす る。
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